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皮 膚 科 領 域 に お け るClindarnycin(7-Chlorolincomycin)の 検 討

五 島應 安 ・村 本 修 敬

九州大学医学部皮膚科学教室

(主任:樋 口謙太郎教授)

Clindamycin(CLM)はLincomycin(LCM)の7位

の 水酸基が塩素 で置換 された誘導 体でLCMに 比 して水

に溶 けやす く,ま た安 定性 の高い薬 剤 といい,グ ラA陽

性菌に対す る試験管 内抗菌 力お よび種 々の治療実験上,

LCMに 比 してす く・れた成績が得 られた報告がな され て

い る。

われわれは本剤 を皮膚化 膿球 菌感染症19例 に使用 し

て認むべき効果を治 あた。 同時 に病巣 分離 ブ ドウ球菌に

たいす る試験管内抗菌 力および家兎実 験梅毒にたいす る

治療効果 についても検討 を加えたので,そ れ らの成績を

ここに報告す る。

夏・ 試験管内抗 菌力

病巣分離の ブ ドウ球菌75株 にた いす るCLMの 試験

管内抗菌力を 日本 化学療法学会標準法に よ りLCMお よ

びEMの それ と比較 検討 した。
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これ ら菌株の 工CMに つい ての感受性 をみ るとMIC

o.78mcg/ml37株,1.56mcg/mlII株,o。39mcg/ml7

株で感受性菌株中0.2mcg/mlのMICを しめ した菌株

は1株 にす ぎない。

CLM,LCM両 者薬剤の相関につい てみれば 図1に し

めす ごと くであるが,こ れ らLCM感 受性菌 ρすべ ては

CLMのMICO.2mcg/m1で 感受性菌に対す るCLM

の試験管内抗菌力は2～8倍 であ るといえ よ う。同様の

傾向はLCM耐 性菌について も言い うる。すなわちCLM

中57株(75.8%)

が 最 少 発 育 阻 止 濃 度

(MIC)0.2mcg/ml

で あ り,そ の 他0.39

mcg/m12株,o.78

mcg/mll株,L56

mcglm14株,6.25

mcg/mll株,25

mcglm13株,50

mcg/ml2株,100

mcg/mlあ るい は 以

上 の 菌 株5株 で あ っ

た(表1)。

のMlcloemcg/ml以 上の耐性菌8珠 についてみて も

TC,SM,EMお よびKM4者 に耐性 の4株 がCLM

に も100mcg/ml以 上の耐性を しめすが,他4株 では

100mcg/m!1株,50mcg/ml2株,25mcg/mll株 と

稀釈系列で1～3段 階低いMICを しめ した。

EMに ついての検討菌株数は前記75株 中の68株 で

ある。EMと 本剤の抗菌力を比較すれば大多数 の菌株が

ともにMICO。2mcg/mlを しめ している(図2)。

しか しなが ら,CLMでO.39～25mcg/mlにMIC分

布を しめ した菌株の多 くもEMで はO.2mcg/mlで あ

り,本 剤は感受性 菌では ほとん どEMに 匹敵 しうるが

EMよ りも多少MICの 高い所にば らつ きを しめす もの

もある といえる。 しか しなが らEM耐 性菌にたい して

はきわめて興 味ある所見が え られ た。すなわちEMlOO

mcg/mlあ るいはそれ以上の耐 性菌9株 についてみる と

5株 が 同様 にCLM耐 性を しめすが4株 はMICO.2

mcg/m1と きわめ てつ よい感受性を しめ した ことである。

このことはEM,LCM間 においても同様の傾向 と し

てみ られ る。 しか しなが らLCMに おいてはEM感 受

性菌株中にLCMのMIC50mcg!mlと いつたかな り

の耐性菌がみ られ るのに反 し,CLMで は貨幣状湿疹病

巣分離 のコア グラーゼ陰性 ブ菌の1株 をのぞいてEM

感受性菌にCLM耐 性菌が 認め られない ことと相まつて

強調 されて よい本 剤の特質 といえ よ う。

分離病巣お よび フ ァージ型 との関連において本剤の感

受性 を論ずれば,本 剤のMIC100mcg/ml以 上 の耐性

菌4株 は2株 が癬症 よ りの分離菌であ り,と もにEM,

Tc,Josamycin(JM)に100mcgfmi以 上㊧高度耐性,

また うち1株 はKMに 対 して10mcg/ml,他 株 も1・25

mcg/mlと ややKMのMICが たかい値を しめ してい

る。1株 は ア トピー皮慮炎患者の浸潤病巣 よ りの分離菌,
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表2フ ァージ型不明菌株 の薬 剤感受性

齢 嗣JMI・MICLMITcl・ ・TCKM障 考
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他1株 は入院湿疹患 者 よ り得 られた菌株 であ る(表2)。

ア トピー皮膚炎分離株 については他剤の検討がな され

ていないが他の湿疹病 巣分離 菌は コアグラー ゼ 陰 性 で

EMに は感受 性を しめす もTC,KMに は高度耐性であ

つた。か くみて くる時,本 剤の高度耐性菌は も ち ろ ん

EM耐 性 を しめす ことは言 うまで もないが,そ れ と共に

KMに た い して も若 干耐性傾向を しめす菌株 といえ るか

と思え る。

次に従 来院内感染株 と して論ぜ られ て来たtype80181,

あ るいは81ブ 菌 につ いてみる と80/81で は3株 すべて

がEMに たい して100mcg/ml以 上の耐性菌であ るが

うち2株 は本剤のMlcsomcg/rnl,1株 のみは0.2

rncg/mlで あつた。Type81菌 株では3株 と もにEM,

CLMに 感受性 を しめ した(表3)。

われわれ はデ ィス ク法に よる感受性 テス トに際 し80/

81菌 株でEMデ ィス クの周辺に生 じた阻止円中にみ ら

れ る耐性菌が単に80フ7一 ジにのみ溶菌 を しめ した事

実 をみてお り前記 の結果 と対比 してマ クロライ ド耐性は

む しろ80フ7一 ジに大 き く関与する と考 えてい るが,

CLMの 抗菌力 よ りみれ ば この傾向はマ クロライ ドのす

べてにお いて同様 言われ うる ことと思 うが 高度耐 性 と密

接 な関係にあ るか否か には疑 問が残 され る。

EM高 度耐 性,CLM感 受性 の菌株 につ いてみる とフ

ァー ジ型80/811株,42E/73/811株 その他 フv一 ジ型

別を実施 していない菌株はと

もに浅在性毛嚢 炎 よ りの分離

菌であ る。

II.家 兎実験梅 毒に対す

る治療成 績

表3フ ァー ジ型 と薬 剤感 受 性

体 重 お よそ3kgの 家 兎 背

部 に7'TrePonemaPa〃 鋤`ne

(T.P.)Nichols株380×104

糸!m1を0.2mlあ て5ヵ 所

・・一ジ型iJM・Ml・ ・MITCi・ ・TcKM

に皮内接種 して2週 後Syphilomの 形成を認めた ものに

対 して対照(未 治療)EM,LCMの 治療効果を比較倹討

した。薬 剤はそれぞれ50mg/kgの5日 間筋肉内投与を

行 ない局所 所見お よび病巣 でのTPの 消長に よ りその効

果 を評価 したがTP数 は1視 野5糸 以上 を 什,1糸 ～

5糸 を+,1糸 以下を+と し,10視 野以上の検査で

全 くTPを み とめない もの を一と した。

局所所見 は1週 後判定 したが,対 照 では増 悪,も ちろ

んTPの 数は 什 であつた。

EMで は4日 目よりTPは 消失,局 所所 見 も著る しい

改善 をみとめ た。

しか しLCM投 与の2羽 にお いては5日 目に至 るも

TP数 は減 少せ ず,ま た局所所見 も特に増悪 ないも改善

も認め られ ていない(表4)。

CLMで もほとん ど同様で5日 目TP数 に減 少をみず

また1羽 に おいて7日 目局所所見 の多少 の改善 をみたに

す ぎな い(写 真1,2)。
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表5臨 床 成 績
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孚

3
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6

6

伝 染 性 膿痂 疹

癒 腫 症

膿 萢 性 痙 瘡

i廊 腫 症

貨 幣状湿疹 お よび
自家感 作性皮廟炎

尋 常 性 毛 瘡

症 状

鼻腔 内に小豆大 腫瘤

項部 えん豆大 腫瘤

右大 腿屈側

両 磐部 に数個の腫瘤

顔面頭 部

顔面に小水 萢

顔面,頭 部 に小水癒

両下 腿伸側

両下肢

顔面

下 腿内側

手背
上 口唇有毛部の膿疸形成
多い,特 に右側の発赤腫
脹

顔面諸所に碗豆大 よ り栂
指頭大 までの ビラ ン面菌

色痂 皮附着

1曜 瞬

600mg114日

6・・mgし 日

6。。mgし 日

3・・mgi6日

600mgi7日

3・・mgl7日

6・・.913日

1雛隠
6。。mgし 日

1
7日600mg

蕃

経 過

io日 目改 善

4日 目腫 脹 減 ず

3日 目排 膿

5日 冒消 失

5日 目 よ り腫 脹 を 減 ず

効 果

頭部の小腫i瘍
一部排 膿をみ る

顔面 の小結節

頭部に3個

全身 の紅斑一部 ピラ ン

口囲辺,頭 部 の膿萢

【
450mgl4日12明 略 治

600mg

300mg

600mg

7日

7日

7日

:糊;1
600mgi7日

1
600mg}14日

藍

3日 目著 明に改善

3日 目皮疹増悪

7日 目膿庖 ほとん ど消失

膿の消失をみず

3日 目膿 汁排 出は 消失

5日 旨よ り腫脹 減ず

7日 目軽度の紅斑 を残す

のみ

いつたん治ゆす るも新 生
が認め られ る
7日 欝化膿はほ とん ど消

失

7日 目来院せず

12臼 目著明に改善

4日 目膿萢消失
9臼R略 治

副作用

魁

牡

駐

紮

鋭

競

勧

楠

効

効

効

禰

効

効

効

効

効

効

効

効

桝

有

有

有

榊

有

有

有

無

有

無

有

有

有 効

やや有効

有 効

有 効

やや有効

有 効

な し

な し

な し

な し

な し

な し

III.臨 床 成 績

皮膚 ブ ドウ球菌感 染症19例 に本剤1日 量成 人で600

mg,小 児 では適宜 減 じて投与 を行ない有効13例68.4

%,や や効4例,無 効2例 の成績を治めた。

検討 され た症例の内訳は癖3例,癌 腫症4例,伝 染性

膿痂疹3例,尋 常性毛瘡2例,貨 幣状湿疹3例,膿 萢性

痙瘡2例,2次 感染2例 であ る(表5)。

効果判定は筆者が第14回 化学療法学会にお いて報告

した発熱,硬 結,膿 汁排出,膿 癒新生,発 赤腫癌,疹 痛

等を とりあげ これに時間的要因,宿 主側 因子お よび併用

療法の効果 を考慮 して提示 した点数表示 による判定基 準

に従がつたが判定はお よそ7日 日に行なつた。

なお帯状萢疹の1症 例に発熱 を伴 い本剤 の投与 を行 な

つたところ翌 日よ り著 明な改善 を認めた ことか ら本症 の

他4例 につ いても本剤 の効果 を検 討 した。 しか し疾患 自

身の 自然経過 も考慮 さるべ きであ り本剤の有効 性を論ず

べき基礎的検討 もないため個別に症例 と して記戴する。

以下,膿 皮症について疾患別に論ずる。

3例 に使用 し有効2例,や や効1例 の成績をお さめた。

分離i菌株の本剤に対 するMICは すべてO.2mcglml

であつたが,や や効の例は糖 尿病合併症例 でまた発症 よ

り治療開始 までの経過が5日 に及んだ症例であ り7日 目

多少疹痛が軽減 した とい う以外にはなお排膿 も著明で腫

瘤 も縮少 もな く14日 目に及んで略治 した症 例であ る。

他の有効2例 では ともに3日 目には著 明な改善がみ ら

れた。

癖腫症

本症は癬 と異なつ て発症要因 と して個体側因子が強調

せ られ る場合が多 い。本症4例 に使用 し有効2例,や や

効2例 の成績 を治めた。 きわめて興味あ ることに個数に

おい て多 く認め られた癌腫症には有効で引続 ぎ療の再発

を繰 り返 えす症 例では既存 の癒には効果 を しめすが再発

が認 め られ た。かか る再発 を防止 しえない症例はやや有

効 と判定 したが,か かる症 例では もち ろん抗生物質の皮

膚表面 あるいは毛嚢 内分 布の特1生にもよろ うが,い つぼ

うで抗生 物質以外 の宿主側要 因へ の考慮 も要求 され ると

ころである。

伝 染性膿痂 疹

3例 に使用 し全例に認むべき効 果をおさめた。投与量

はだいたい20mg/kgを 考慮 して決定 した。
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尋常性 毛瘡

2例 に使用 しともに効果 を認めた。33才 男子の症例で

は 口囲お よび頭部に毛孔一致性小膿庖,小 丘疹 を認め本

剤 の投 与を行なつたが4日 目膿抱 は完全に消失 し一部紅

色小丘 疹のみ残存,9日Nに は完 治 した。他の54才 男

子 例では初診時 口囲有毛部 に膿瘍 形成 お よび右上 口唇に

は多少腫脹傾 向が み られ た。本人の訴えに よれば腫脹は

本剤投与 後も増大の 傾向を しめ し5日 目よ り減 じた とい

う。7日 目来院時 には著 しく改善 していたが前症 例と異

なつ て多 少炎症 が深部に波及 した所見 も認め られ前者 に

比 して著効 とは いえないが過去の面庁の概念か らすれば

明 らか に効 果が あつた と考え られ る。

貨幣状湿疹 お よび 自家感作性皮膚炎

3例 に使用 し1倒 に有効,や や効1例,無 効1例 の成

績 であつ た。

膿庖性 痙瘡

2例 に使用 しともに7日 目膿庖の消失 をみ とめた 。

2次 感 染

火傷後2次 感染,外 傷後2次 感 染の各1偶 に使用 した

が前者 においては分離菌は緑膿菌 で効果は認め えなかつ

た。後者においては3日 圏膿汁 排出は消失 した。

CLMと 帯状癒疹

前述 した理由に基ず き 峯 例の 帯状庖 疹 に た い す る

CLMの 効果を検討 したので 各症例についてのべ る。

症例1桶 才.男 子

昭湘43年1月30臼 頃 頭重感 あ り。 頚髪 に触れ ると

神経痛様 の疹痛 を感 じた とい う。そ の後2日 目左側頭部

よ り三叉神 経左第2枝 の領域に発赤腫脹 および多数の小

水萢 を群集性 に生 じた。10%ア ネステジ ンチ ンク油外用

および リゾチ ウム,イ ル ガピ リンの内服 とと もに本 剤の

1日 量600mgの 投 与を行なつたが翌 日よ り腫脹iは著 明

に減 じ1週 後には単に痕 跡を残す のみ となつた。

症例2内 5才,女 子

昭 和43年2月15日 よ り左眼周囲 よ り前頭,側 頭 部

に発赤 と小 水萢を群集性に生ず。2月19日 よ り2月26

日までテ ラジアCパ スタ外用,ビ タ ミンB32連 日筋肉内

注射,セ ファラ ンチ ン,ビ タ ミンB1内 服等 を行な うも全

く改善 せず2月26日 上 記治療に加 えて本剤1日 量600

mgの 投与 を行なつた ところ3日 目には 著明に改善,7

日目には皮疹 は金 く消失 した。 しか し頭痛 のみかな り長

期まで持続 した。

症例3池 才,女 子

昭和43年3月20日 左前胸部に粟粒大 の水廼 群を生

ず。3.月25日 初め よ り10%ア ネステ ジン軟膏 外用・

本剤投 与を行 な うに10日 目水萢部に一部潰瘍 を形 成,

黄色痂 皮の附着をみ るもそ の後は治ゆ傾 向を しめ して治

療 開始後20日 目には略治 した。

症例4松 8才,男 子

昭和43年2月 蛋白 尿 と浮 腫のため本学桝屋内科受疹,

以後ステPイ ド剤 の投与 を うけてい る。4月7日 よ り突

然 左大腿に小水疸群 を来 た しオ 冒ナイ ン軟膏等 の外用を

行な うも皮疹は拡大,4月12日 本剤受診す。10%ア

ネステ ジ ン軟膏 お よび1日 量600mgの 投 与を うけ,1

週後 には 皮疹 は乾 燥 して2週 後略治 した。

症例5中 ,女 子

昭和40年 よ り紅班性 狼瘡にて当科 で加療 中43年5

月25日 左大 腿内側に帯状に小水萢群 を生ず。10%ア ネ

ス テジ ン軟膏 お よび本 剤の投与を行 な うに5日 目水庖は

すべ て膿癒化 を示 したが癒痛は な く12日 目完 治 した。

副 作 用

膿皮症患者19例 お よび帯状萢疹の5例 に本剤1日 量

成人600mgの 投与 を行なつたが1例 におい て悪心を訴

えた以外認むべ き副作用 はなかつた。なお悪性 リンパ腫

に併発 した帯状庖疹 の1例 で本剤投与終 了1週 後に全身

に尋麻疹様 皮疹 の出現 をみたが患 老の追跡が充分でなか

つた点はあ るが投与 中止1週 間後 よ り発症 した点な どよ

り本症 との関 係は疑 わ しい。

総括ならびに考案

多数抗生物 質の出現 は皮膚化膿性疾患 の治療 を容易に

した ことは い うまで もない。 しか しなが ら個々の症 例に

つ いてみ る とき,化 学療法の決定は耐性菌 の出現あ るい

は副作用等 の問題 より必 ず しも容易 では ない。

マ クロライ ド系薬剤は過去にお いてはその主な副作用

であ る肝障 碍へ の注意を怠 らねばか な り使用 しやす い薬

剤の1つ であつたか と思 う。

しか し近年 におけ る多剤耐性菌 と くに80/81ブ 菌 の分

布の拡大はEM等 の普 及とと もにその使用範囲をせば

め て来 たか とも思われ る。

ここに登場 したCLMは マ クロライ ド系薬剤である

LCMの 誘導 体であるが抗菌力においてLCMに 比 して

著る しく増強 され た薬剤であ り,ま たEM耐 性 ブ菌に

おいて きわめて特異 な 抗菌 力を しめす。 すなわちEM

のMIC100=mcg/ml以 上 の耐 性菌4株 においてはCLM

の感 受性はEM同 様高度1耐性 を しめす菌株5株 とCLM

にきわめて感受性の菌株4株 にはほぼ等分せ られ る。

前 者中CLMのMIClOOmcg/m1以 上 を しめ した

菌株3株 中 コアグラーゼ陰性 ブ菌 をのぞ く株はいずれ も

TC,EMそ の他の マクロライ ド剤 のみな らずKMに

もかな りの耐性を しめ した。 うち1株 は教室員に発症 し

た癖 よ りの分離菌株 であ り,他1株 も入院患者 よ りの分
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離株でこれが将 来の院 内感 染株 と して流行 しうる危険は

充分に認 め られ る。 この点 ファージ型別等 によ り今後検

討を要す るが これ らに関 しては異なつた抗生物質が要求

され るであろ う。

しか しEM耐 性菌 株中約半数が本剤 に高い感受性 を

しめす ことは三橋氏ののべ るごときブ菌 のマ クロライ ド

耐性の大 部分がinducebleな ものであ り,本 剤にその傾

向の認め られない ことと相 まつ て臨 床上 きわめて有要な

薬剤であ ることを示唆 しえ よ うか と思 う。

またわれわれは過去 において種 々の実験 結果か らマク

ロライ ド耐性 にフ7一 ジ81に 比 してむ しろ80フ ァt-一一

ジの関与 を考 えて来 たが,こ の傾向は本剤で も同様に認

め られ た。す なわちEM耐 性 のtype80/81ブ 菌3殊 中

2株 が本剤のMIC50mcglmlセ こかな りたかい耐性 を し

め した。

しか し1株 は長期 保存に よる ファージ型の不安性 も考

慮さるべきか と思 うが,本 剤に感受性を しめ してお り他

の80フ ァー ジの関与 しない型別の可能 なブ菌 について

はEM耐 性菌のすべてに本剤は感受性 であつ た ことは

興味あ ることといえ よ う。

五島はかねて よ り皮窟 ブ菌感染症 ではtype71と 伝染性

膿痂疹 におけ るが ごと くファー ジ型 と皮虜病 変の相互問

にかな り密接な関係 のあ る ことを論 じて来 た。 すなわち

伝染性膿痂疹以外 で もIII群 ブ菌 にはその広 汎な分布に

もかかわ らず深在性膿皮症 を惹起す る ことは きわめて少

ない こと,ま た深在性膿皮症 よりの分 離菌は1群,型 別

不能群,雑 群(80181)お よび時にII群 である こと,ま

た浅在性毛嚢炎等 よりは コア グラーゼ陰性 ブ菌あ るいは

II群 ブ菌が分離せ られ ること,な どである。しか しなが

ら近年の80/8iブ 菌 の分布 の拡大 は膿 皮症の うち最 も一

般的な編の分離 ブ菌のお よそ50%が80/81ブ 菌 とい う現

実を来た し,前 述 した ごと く本菌株 についてマ ク ロライ

ド耐性を来た しやす い事実 と ま たEM,Oleandomycin

のマクロライ ド耐性 をinduceす る報告 と相 まつ てこれ

ら薬 剤の膿皮 症における有用性をかな り減 じていたか と

思われ る。 また,い つぼ う80,81フ ァージの他菌株へ

の自然界での導入 もかな り行なわれ うると推測 され最近

では最 も分布の広 いIII群 ブ菌が これ らファー ジの導 入

を うけて膿 皮症病巣等か らも分離 され るに至つ ている。

これ らの菌株には特に81フ ァージの関 与を うけ る もの

が多 くまたEM耐 性 を しめす もの もみ うけ る。 これ ら

の菌株がCLMに 感受性 を しめす ことは膿皮 症における

本剤 の有用性がは るかにEMに 比 して現在なお広 範囲

に存在す ることを しめす ものと思 われ る。

梅毒 の治療 に関 しては 臨床例はないが家兎実験梅 毒の

治療成績か らは必 ず しも期待 され えない といえ よう。

この点に関 してわれ われ は過去にTPI反 応 の手技に じ

ゆん 『じて薬剤のTP不 動 化率に よ り試験 管内抗菌 力を検

討 したが17時 間判定 とい う手技上 の不利か ら必ず しも

静菌性抗生物質の評価に適 さないの危惧 もあ るが今 日普

及 したマ クロライ ド薬剤中では試験 管内抗菌 力はSpira-

mycin(SPM),Novobiocin(Nb>,EM,OLM,LCMの 順

であ り,い つぼ う治療 実験 ではSPM,EM,OLM,LCM,

Nbの 順に効果 を認め てお りLCMも 梅 毒治療 に対 して

あ ま り期待 しえない ことを論 じて来 た。この ことはCLM

につい て もいわれ うると考え る(表6>。

臨床成績 についてみるとき膿皮症19例 では 有 効13

例,有 効 率68.4%と 必ず しもす ぐれた結果は得 られ て

ない。 しか し個 々の疾 患についてみ るとき無効の2例 は

貨 幣状 湿疹お よび火傷後2次 感染 の各1例 で後者は緑膿

菌 に起 因す るものであ り,貨 幣状 湿疹 に関 しては,他 の

1例 も含めて論ず るにその発症要 因の1つ に細菌感染の

関与 も考慮 され るべ きであ り,時 に抗生物質の投与に よ

り著明な症状の改善 を来す こともあるがすべての貨幣状

湿疹に抗生剤の効果 を期待す ることは無理 であ ろ う。 ま

たやや有効 例についてみて も癒腫症2例 はともに癒がぞ

くぞ く再発 を繰 り返す症 例で,個 々の癖 に対 しては効果

を認めてお り,再 発防止については抗生物質の皮膚表 面

あ るいは毛裏内におけ る分布が関与することか ら個 々の

抗生物質の組織分布の特性に よつては もちろんあ る程度

表6各 種 抗生物質の試験管 内 トレポネマバ リズム

不動化率

(33。C17時 間Incubation*不溶 の前Dimethyiformamideに溶 解)
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の効果 も期待 され うるもの もあ るがすべ ての責を抗生物

質 に求 めるのは酷で もあ ろ う。 また他の癒にみ られたや

や 有効 例 も糖 尿病合併 とか な り発達 した 病状 に も責任の

一 端が 帰せ られ る症例 で もあ る
。

か く考え るとき細菌感染が主 な要 因をなす ほ とん どす

べ ての症例に本剤は効果 をあげ えた もの ともみな され う

る。24例 中1例 の 悪心 をのぞ いて認 むべ き副作用のな

かつた こともあわせ て一般 膿皮症の治療 において本剤は

高 く評価 され うる ものといい うる。

なお帯状庖疹 の治療 に本剤を使用 して きわめ て興味 あ

る成績 を治 めた。す なわち症例1は 翌 日よ り改善の徴 を

認め1週 後 に略 治,症 例2も 同様3日 目よ り改善の傾 向

を しめ し7日 目略 治,症 例3は 悪性 リンパ腫合併 例であ

るが,本 剤投 与20日 目略治,症 例3は ネフ 癖一ゼ症候

群 でステ ロイ ド投与中に併発 した症 例で2週 後略治,症

例5は12日 目完治 してい る。

併用療 法 と して全例に一・般帯状庖疹治療に準 じて10%

アネステ ジ ン軟膏等 の外用 と症 例1の み従来そ の効果が

期 待 され てい る リゾチームおよびイル ガ ピリ ン の 投 与

を,そ の他症例 もビタ ミンB12,B1の 投与 を行 なつ てい

るが これ ら非特異的併用療法のみに よつ て従来 か くも早

期 に軽快す ることは多 くない と考 えた い。

成 書に よれば本症 の経過 は14…:30日 とせ られ る。 し

か し種 々の薬剤に よる本症 の治療成績 の報告 によれば8

～14日 自に皮疹 の略治 した ものは著 効例と して論 ぜ ら

れ てい る。 もちろん,こ の場 合にも ビタ ミン剤,鎮 痛 剤

等の併用 も行 なわれ てい る し,か かる報告 例と比較 する

ときCLMの 帯状庖疹に対す る効果にはある種 の可能性

も考慮せ られ る。

われわれは 偶然1例 の発熱 を伴つた症例(症 例1)に

使 用 して,患 者か らの改善 の強い 訴えに魅かれ て他4例

について も投与 を試みたわけ であ り,帯 状疸疹 ビールス

に対す る有効性等 の基礎的 な検討 は全 くないが,上 記の

臨床経験 か ら今後更に検討 さるべ き問題 を残すか と考え

る。

結 語

1)CLMの 病 巣分離 ブ菌75株 に対 する試験管内抗

菌 力につ いてのべた。

i>CLMの 抗菌 力はLCMの2～8倍 であ り,ま た

EMIOOmcg/m1以 上 の高 度耐性菌9株 についてみ

る とき5株 は同様7--LCMに 耐性 であつたが4株 に

対 する7-LCMのMICは0.2mcglmlで あつた。

ii)CLMの 試験管 内抗菌 力を ブ菌の ファー ジ型別

お よび分離病巣 との相関に おいて論 じた。

2>家 兎実験 梅毒に対す るCLMの 治療成績をEM

のそれ と比 較 してのべた。

CLMはEMに 比 して治療成 績は著 る しく劣つた。

3)皮 麿化膿球菌感染症19例 に対 する本剤の治療成

績 についてのべた。

19例 中13例(68.4%)に 有効 であつたが,や や有効,

無効例について考 察す るとき,そ れぞれの症例に宿主側

因子あ るいは疾患独 自の特 異性 が認め られ本剤は細菌感

染を1次 的因子 とす る膿皮症 ではきわめて有効な薬剤と

いい うる。

4)皮 膚化 膿球菌感染症19例,帯 状庖疹5例,計24

例に使用 したが1例 が悪心 を訴 えた以外認むべ き副作用

はなかつた。

5)帯 状庖疹に対す るCLMの 治療について臨床例

について述べ,今 後 の検討が要 求 され ることを論 じた。

(恩師 樋 口教援 の御指導 に深謝 し,教 室 の都外 川,菊

地両君 の協 力を得た ことを記 して謝意 を表 する。)
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CLINDAMYCIN IN THE TREATMENT OF SKIN INFECTIONS 

       DISEASES INCLUDING HERPES ZOSTER

MASAYASU  GOTO & SHUKEI MURAMOTO

    Department of Dermatology, Kyushu University School of Medicine, Fukuoka City, Japan 

 Following results were obtained by our fundamental and clinical studies of clindamycin (CLM). 
  1) The  in vitro antibacterial activity of  7—LCM against 75 strains of staphylococci isolated from 

boils and other skin infectious diseases was approximately  2-8 times than that of lincomycin  (LCM).
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Comparing with erythromycin (EM), as to 9 resistant strains for EM, 5 of those were also resistant 
for CLM but other 4 strains were inhibited by  0.2  mcg/ml of CLM. 

 2) CLM was not effective in the treatment of experimental rabbit syphiloma, though EM was 
remarkably effective. 

 3) CLM was clinically applied to  19 cases of skin infectious diseases. Effective therapeutic re-
sults were obtained in  13 of  19 cases. The cases without effect for CLM therapy were discussed and 
CLM in the treatment of pyoderma was appreciated. 

 4)  No noticeable side effect was observed except one case complained a nausea. 
 5) Five cases of herpes zoster showed the considerable improvement through CLM administration 

were reported. Further study of CLM on herpes zoster may be required.




